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東レグループの概要
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東レグループの概要

代表取締役社長 榊原 定征

会社名： 東レ株式会社

設立： 1926年1月

資本金： 969億円

会社数： 東レ＋連結子会社144社

（国内67社、海外77社）

従業員数： 東レ 6,830人

連結ベース 36,553人

＜２００７年３月３１日現在＞

企業理念：「わたしたちは新しい価値の創造を通じて社会に貢献します」



4

事業セグメント別売上高・営業利益

環境・エンジニアリング

ライフサイエンス・その他

15，465億円 1,024 億円Total  

情報通信材料・機器

繊維

プラスチック・ケミカル

炭素繊維複合材料

 

戦略的拡大事業

基盤事業

6，078 億円
(39%)

192 億円
(18%)

3，753 億円
(24%)

192 億円
(18%)

2，638 億円
(17%)

335 億円
(32%)

1，613 億円
(10%)

60 億円
(6%)

697 億円
(5%)

82 億円
(8%)

686 億円
(4%)

181 億円
(17%)

戦略的育成事業

＜事業セグメント＞ ＜主な製品＞
０７年３月期
連結売上高

０７年３月期
連結営業利益

基盤事業の安定収益確保と戦略的拡大・育成事業の事業拡大・収益拡大に取り組んでいる基盤事業の安定収益確保と戦略的拡大・育成事業の事業拡大・収益拡大に取り組んでいる
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東レグループの技術フィールドと主要事業・製品

繊維技術

テキスタイル技術

極細繊維技術

フィルム加工技術フィルム技術

成形加工

微細構造制御

焼成加工技術

微細化・複合化技術

微細構造制御

創薬・製剤・薬理

高性能化
技術

高性能化
技術

高分子
設計高分子化学

高分子
化学

有機合成
化学

バイオ

ケミストリー

コア技術

バイオ

ケミストリー

バイオ
ケミストリー

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

先端材料先端材料合成繊維

テキスタイル・アパレル製品

人工皮革製品

高性能フィルム

エンジニアリング
プラスチック製品

電子材料

印写材料

炭素繊維・複合材料

産業資材・
アメニティー製品

高機能膜・水処理システム

人工臓器・医療システム

ファインケミカル、動物薬

医薬品

繊維・
プラスチック原料モノマー

高分子化学、有機合成化学､バイオケミストリーという３つのコア技術をベースにナノテク
ノロジーとの融合で､基礎素材から加工製品まで幅広い事業を展開している。

高分子化学、有機合成化学､バイオケミストリーという３つのコア技術をベースにナノテク
ノロジーとの融合で､基礎素材から加工製品まで幅広い事業を展開している。
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0 3 / 3月期　04 / 3月期　05 / 3月期　06 / 3月期　07 / 3月期　

修正

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ　その他

環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

炭素繊維複合材料

情報通信材料・機器

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ

繊維

4,183 4 ,248
5 ,134

5 ,805 6 ,078

2 ,419

3 ,004

3 ,753
1 ,477

1 ,778

2 ,191

2 ,350

346
373

447

527

686

1 ,188
1 ,201

1 ,487

1 ,541

1 ,613

717
737

723

671

697

2 ,548

3 ,380

2 ,638

0

2 ,000

4 ,000

6 ,000

8 ,000

10 ,000

12 ,000

14 ,000

16 ,000

18 ,000

0 3 / 3月期　　　 0 4 / 3月期　 05 / 3月期　 0 6 / 3月期　 07 / 3月期　

売上高億円 営業利益億円

330

56810,330 10,885

14,275 930

12,986 811

15,465
1,024

事業セグメント別売上高・営業利益推移

戦略的拡大事業である情報通信材料機器と炭素繊維複合材料が営業利益拡大を牽引戦略的拡大事業である情報通信材料機器と炭素繊維複合材料が営業利益拡大を牽引
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２００８年３月期連結業績見通し

億円

想定為替レート ：（2008年1月～2008年3月） １０７円／ＵＳ＄、１６０円／ユーロ
想定原油価格 ：（2008年1月～2008年3月） ９０US＄／Ｂ（ドバイＦＯＢ）

億円【ご参考：通期営業利益見通しに対する進捗率】

前年度実績 今回見通し
中間決算時
見通し

今回見通し

売 上 高 15,465 16,400 +935 (+6.0%) 16,600 16,400 +935 (+6.0%)

営 業 利 益 1,024 1,040 +16 (+1.5%) 1,080 1,100 +76 (+7.4%)

経 常 利 益 975 930 -45 (-4.6%) 1,010 990 +15 (+1.5%)

当 期 純 利 益 586 490 -96 (-16.3%) 560 530 -56 (-9.5%)

ご参考：減価償却制度変更前

前年度実績比増減前年度実績比増減

０７年３月期 ０８年３月期

第 ３ Ｑ ま で 累 計 営 業 利 益 641 633

通 期 営 業 利 益
０ ７ 年 ３ 月 期 は 実 績
０ ８ 年 ３ 月 期 は 見 通 し

1,024 1,040

第 ３ Ｑ ま で 累 計 の 進 捗 率 62.6% 60.9%

原燃料価格の高止まり等、厳しい事業環境を踏まえて、中間決算時の見通しに対し、通
期の見通しを見直しもしかしながら、売上高は５年連続、営業利益は４年連続で、いず
れも過去最高を更新する見通し

原燃料価格の高止まり等、厳しい事業環境を踏まえて、中間決算時の見通しに対し、通
期の見通しを見直しもしかしながら、売上高は５年連続、営業利益は４年連続で、いず
れも過去最高を更新する見通し
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０７年
３月期

０８年
３月期

０７年
３月期

０８年
３月期

中間決算
時見通し

差異
中間決算
時見通し

差異

繊維 6,078 6,300 +222 (+3.7%) 192 195 +3 (+1.4%) 6,300 - 195 - 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 3,753 4,000 +247 (+6.6%) 192 195 +3 (+1.4%) 4,000 - 195 - 

情報通信材料・機器 2,638 2,800 +162 (+6.1%) 335 295 -40 (-11.8%) 2,900 -100 320 -25

炭素繊維複合材料 686 900 +214 (+31.2%) 181 195 +14 (+7.8%) 900 - 200 -5

環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 1,613 1,700 +87 (+5.4%) 60 95 +35 (+59.6%) 1,800 -100 100 -5

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽその他 697 700 +3 (+0.4%) 82 85 +3 (+4.3%) 700 - 90 -5

(内医薬・医療材) 468 500 +32 (+6.8%) 48 50 +2 (+3.9%) 500 - 55 -5

計 15,465 16,400 +935 (+6.0%) 1,041 1,060 +19 (+1.8%) 16,600 -200 1,100 -40

消去又は全社 ▲ 17 ▲ 20 -3 - ▲ 20 - 

連結 15,465 16,400 +935 (+6.0%) 1,024 1,040 +16 (+1.5%) 16,600 -200 1,080 -40

中間期見通し・差異
売上高 営業利益

営業利益

増減 増減

売上高

２００８年３月期事業セグメント別業績見通し

億円

売上高は、全ての事業セグメントで前期比増収の見通し。営業利益は、フラットパネル
ディスプレイ関連部材の競争激化の影響を受けた「情報通信材料・機器」を除く全ての
事業セグメントで増益の見通し

売上高は、全ての事業セグメントで前期比増収の見通し。営業利益は、フラットパネル
ディスプレイ関連部材の競争激化の影響を受けた「情報通信材料・機器」を除く全ての
事業セグメントで増益の見通し
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中期経営課題中期経営課題
プロジェクトプロジェクト Innovation TORAY 2010 (ITInnovation TORAY 2010 (IT--2010)2010)
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IT-2010の位置づけと目標

２００６年１０月、「革新と創造の経営」による新たな飛躍を目指し、プロジェクトＩｎｎｏｖａｔｉｏｎ
ＴＯＲＡＹ２０１０（ＩＴ－２０１０）をスタート

２００６年１０月、「革新と創造の経営」による新たな飛躍を目指し、プロジェクトＩｎｎｏｖａｔｉｏｎ
ＴＯＲＡＹ２０１０（ＩＴ－２０１０）をスタート

NT21

-危機から
の脱出-

NT-Ⅱ

-新たな飛躍
への基盤作り-

ITｰ2010

-新たな飛躍への挑戦-

2002年
4月

2004年
4月

2006年
10月

2010年
近傍

「体質強化・
守りの経営」

「攻めの経営」
「革新と創造の経営」

先端材料で

世界のトップ企業

を目指す

２０１０年近傍
目標

AP-New TORAY 21 AP-Innovation TORAY 21

売上高
１８,０００億円

営業利益
１,５００億円

営業利益率

８．３％

ＲＯＡ
８％

ＲＯＥ
１1％

長期経営ビジョン

中期経営課題

2002年4月 2006年4月

2015年
近傍

２０１５年近傍
（イメージ）

売上高
２３,０００億円

営業利益

２２,３００億円

営業利益率

１０．０％

ＲＯＡ
１０％以上

ＲＯＥ
１２％以上
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基盤事業

戦略的
拡大事業

戦略的
育成事業

①成長市場（情報通信、自動車、航空機）への重点対応

②経営資源の重点的投入

収益牽引事業として積極的拡大

繊維、プラスチック・ケミカル

① グローバルな事業展開

② New Value Creatorの推進

③ 川下・加工型事業展開

④「先端材料」の拡大

（自動車、環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ等）

情報通信材料・機器、炭素繊維複合材料

安定的な収益基盤の確立

２０１０年以降、次の収益拡大の柱とするために、

①経営資源の傾斜配分

②Ｍ＆Ａや事業提携

ライフサイエンス、環境（水処理）

事業区分別基本戦略

戦略的に育成・拡大

基盤事業の高度化推進
持

続

的

発

展

持

続

的

発

展
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①高収益企業
への転換

①高収益企業
への転換

・戦略的拡大事業（収益牽引事業）の拡大
・戦略的育成事業（次期収益牽引事業）の育成
・事業構造改革の推進
・先端材料の拡大

・戦略的拡大事業（収益牽引事業）の拡大
・戦略的育成事業（次期収益牽引事業）の育成
・事業構造改革の推進
・先端材料の拡大

ＩＴ－２０１０の基本戦略

・ 薄型テレビ、携帯電話、パソコン等の急成長するデジタルネットワーク
機器市場での事業拡大
・ お客様との垂直統合的連携による革新的製品の開発・拡販
・ 樹脂・フィルム素材から部材までの一貫事業による競争力強化

・ 薄型テレビ、携帯電話、パソコン等の急成長するデジタルネットワーク
機器市場での事業拡大
・ お客様との垂直統合的連携による革新的製品の開発・拡販
・ 樹脂・フィルム素材から部材までの一貫事業による競争力強化

・ 開発中新薬の確実な上市と更なる新薬パイプラインの拡充
・ 高付加価値医療材料の開発・上市
・ バイオ・ナノテクノロジーの融合による、革新的バイオツールの創出

・ 開発中新薬の確実な上市と更なる新薬パイプラインの拡充
・ 高付加価値医療材料の開発・上市
・ バイオ・ナノテクノロジーの融合による、革新的バイオツールの創出

情報・通信・
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

情報・通信・
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

・ PLAなどの非石油系原料を使用した繊維、樹脂、フィルムの用途開拓
・ 高性能分離膜を中核とした水処理事業のグローバルな拡大
・ 太陽電池、燃料電池、風力発電などの次世代エネルギー
対応素材の開発

・ PLAなどの非石油系原料を使用した繊維、樹脂、フィルムの用途開拓
・ 高性能分離膜を中核とした水処理事業のグローバルな拡大
・ 太陽電池、燃料電池、風力発電などの次世代エネルギー
対応素材の開発

・ ハイブリッドカー、カーエレクトロニクス市場の拡大に対応した製品開発
・ 炭素繊維複合材料、エンプラの機能拡大による使用部位の拡張
・ 炭素繊維複合材料の需要増に対応した積極的な投資拡大

・ ハイブリッドカー、カーエレクトロニクス市場の拡大に対応した製品開発
・ 炭素繊維複合材料、エンプラの機能拡大による使用部位の拡張
・ 炭素繊維複合材料の需要増に対応した積極的な投資拡大

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

自動車・
航空機

自動車・
航空機

環境・水・
エネルギー

環境・水・
エネルギー

②重点４領域
への
先端材料の
拡大

②重点４領域
への
先端材料の
拡大
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・

基盤事業
１，０００億円
（２５％）

（＊）基盤整備・改善＝環境・安全・防災・省人化・合理化・維持投資 他

戦略的拡大事業
戦略的育成事業
３，０００億円
（７５％）

成長拡大
４，０００億円
（６７％）

基盤整備・改善(*)
２，０００億円
（３３％）

５年間で６，０００億円の設備投資

設備投資戦略（戦略的拡大・育成事業への傾斜投入）

•２００６年度以降、５年間で６，０００億円の設備投資を実行
・この内、成長拡大目的の設備投資配分は４，０００億円（２／３）
・成長拡大目的の投資の内、３，０００億円（３／４）を戦略的拡大事業、
戦略的育成事業に投入
・Ｍ＆Ａ投資資金を別枠とし、戦略的判断により追加投入

•２００６年度以降、５年間で６，０００億円の設備投資を実行
・この内、成長拡大目的の設備投資配分は４，０００億円（２／３）
・成長拡大目的の投資の内、３，０００億円（３／４）を戦略的拡大事業、
戦略的育成事業に投入
・Ｍ＆Ａ投資資金を別枠とし、戦略的判断により追加投入
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・

先端材料の研究開発
へ傾斜配分

研究開発投資：
５年間で２，４００億円

先端材料
80%

基盤材料
20%

研究開発投資戦略（先端材料への傾斜配分）

•２００６年度以降、５年間で２，４００億円の研究開発費を投入
•研究開発戦力の約８０％を先端材料に配分し、イノベーションを加速
•４つのコア技術とその融合技術により、先端材料を開発、重点４領域に向け市場投入

•２００６年度以降、５年間で２，４００億円の研究開発費を投入
•研究開発戦力の約８０％を先端材料に配分し、イノベーションを加速
•４つのコア技術とその融合技術により、先端材料を開発、重点４領域に向け市場投入

有機合成化学

高分子科学

自動車・航空機
革新部材

次世代ディスプレイ材料

ディスプレイ
革新材料

など

先端材料 重点４領域

創薬・革新医療創薬・革新医療

バイオ・ナノバイオ材料バイオ・ナノバイオ材料

新薬
先進バイオツール

新エネルギー
関連材料

バイオテクノロジー

ナノテクノロジー

ナノテク革新素材

環境低負荷新素材

情報・通信・
エレクトロニクス

自動車・航空機

ライフサイエンス

環境・水・エネルギー

＋

融合技術

コア技術
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ＩＴ-２０１０の目標営業利益
（億円）

“プロジェクトＮＴ２１”

“プロジェクトＮＴ-Ⅱ”

「危機からの脱出」

「新たな飛躍への基盤作り」

（最終目標）

“プロジェクトIT-2010”

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2010近傍 2015近傍
（イメージ）

「新たな飛躍への挑戦」

AP-Innovation TORAY 21

実績

目標

イメージ

（見通し）

2007

(*1)

(*1)減価償却制度変更前の営業利益見通し

見通し

AP-New TORAY 21

1,040(*2)

(*2)減価償却制度変更後の営業利益見通し

営業利益率
８．３％

ＲＯＡ
８％

ＲＯＥ
１１％



16

重点４領域における先端材料の拡大重点４領域における先端材料の拡大
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情報・通信・エレクトロニクス

17
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機器他 （２１％ ５４３億円）

＜製品例＞

＜製品例＞

記録材料 （１８％ ４８７億円）

パラ系アラミドフィルム

情報通信材料・機器ｾｸﾞﾒﾝﾄ
売上高 2，638億円
営業利益 335億円
（07年3月期）

情報通信材料・機器ｾｸﾞﾒﾝﾄ
売上高 2，638億円
営業利益 335億円
（07年3月期）

ディスプレイ材料 （２８％ ７４１億円）

半導体関連材料

（ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞｺｰﾃｨﾝｸﾞ材料等）

回路材料
（ＦＰＣ用銅張フィルム（ＫＣＣ））

＜製品例＞

ポリエステル フィルム

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ(PDP)用材料
（背面板用ﾍﾟｰｽﾄ材料）

液晶カラーフィルター
（中型・小型に特化）

ポリエステルフィルム
（反射フィルム等）

ポリエステルフィルム (離型フィルム等)
回路材料 (TAB テープ)

液晶ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ製造装置

液晶用半導体実装装置

回路材料

（COF用ﾒｯｷ2層材料）

液晶ｶﾗｰﾌｨﾙﾀｰ用ﾍﾟｰｽﾄ材料
（ﾌﾞﾗｯｸﾏﾄﾘｸｽ、平坦化膜等）

＜製品例＞

保護フィルム

電子部品・半導体・回路材料 （３３％ ８６７億円）

情報・通信・エレクトロニクス①

（ ）内は
０７年３月期

通期実績

情報通信材料・機器セグメントの製品は、様々な用途分野に展開し、安定的に成長。情報通信材料・機器セグメントの製品は、様々な用途分野に展開し、安定的に成長。
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液晶パネル構成例

輝度向上フィルム

冷陰極管

拡散板

位相差フィルム

ガラス

ガラス

プリズムシート用

ベースフィルム

プリズムシート用

ベースフィルム

セパレータ用離型フィルム

(シリコン加工）

セパレータ用離型フィルム

(シリコン加工）

反射板（ベースフィルム・

耐ＵＶ加工）

反射板（ベースフィルム・

耐ＵＶ加工）

偏光板

拡散シート用

ベースフィルム

拡散シート用

ベースフィルム

プリズムシート

拡散シート

反射板

偏光板保護フィルム

（帯電防止加工）

偏光板保護フィルム

（帯電防止加工）

東レＧの製品

液晶

東レフィルム加工（ＴＡＦ）

韓国東レセハン

（ＴＳＩ）

偏光板メーカー

サムスングループ

ＬＧグループ

①偏光板保護フィルム
② セパレータ用離型フィルム

①セパレータ用離型フィルム

東レ バックライトメーカー

①反射板

③ 拡散シート
④ 拡散シート用フィルム

フィルム加工メーカー
②拡散シート用フィルム

③プリズムシート用フィルム

＜ＬＣＤ用ポリエステルフィルムのサプライチェーン＞

液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ(ＬＣＤ)用光学フィルムとして、東レのポリエステルフィルム“ルミラー”
及びその加工品が採用。

液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ(ＬＣＤ)用光学フィルムとして、東レのポリエステルフィルム“ルミラー”
及びその加工品が採用。

情報・通信・エレクトロニクス②
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東レセハン（ＴＳＩ）
フィルム加工 ８，４００万ｍ２（０６年３月稼働開始）
光学ＰＥＴフィルム １３，２００トン（０７年上期稼働予定）
ＣＯＦ用２層基板フィルム ７０万ｍ２（０７年１０月稼働予定）

ＳＴＥＭＣＯ（三星グループとの合弁事業）
ＴＡＢ・ＣＯＦテープ 生産能力７２％増（０７年３月稼働）

東レ
光学ＰＥＴフィルム 改造による増能（０６年９月以降随時）
ＰＤＰペースト ２，７００→５，１６０トン（０７年６月第１期稼働予定）
ＬＣＰ樹脂 １，０００→２，０００トン（０７年１２月稼働予定）

東レフィルム加工（ＴＡＦ）
ＣＯＦ用２層基板フィルム １００→１２０万ｍ２（０６年４月稼働開始）

ＭＰＤＰ（松下電器との合弁事業）
ＰＤＰパネル・ＴＶ（第４工場） ６００万台（０７年７月稼働予定）
ＰＤＰパネル・ＴＶ（第５工場） １，２００万台（０９年５月稼働予定）

＜電子部品・半導体材料＞
・300mm向けＣＭＰ研磨パッド
・次世代半導体用低温硬化ポリイミド
・ウエハレベル方式半導体実装用接着シート
・次世代ＣＯＦ実装技術、等

＜ＦＰＤ材料＞
・ＬＣＤバックライト用機能統合フィルム、等

＜その他＞

・有機ＥＬ関連材料、等

韓国

日本・韓国での積極的な設備投資 次世代材料の開発

ＩＴ関連機器の拠点である日本・韓国で、積極的な設備投資を実施するとともに次世代材
料の開発を推進。

ＩＴ関連機器の拠点である日本・韓国で、積極的な設備投資を実施するとともに次世代材
料の開発を推進。

情報・通信・エレクトロニクス③

＊生産能力は全て年産
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ＩＴ関連先端材料・機器の開発を推進するとともに、先端材料の新規事業化に注力ＩＴ関連先端材料・機器の開発を推進するとともに、先端材料の新規事業化に注力

情報・通信・エレクトロニクス④

ディスプレイ材料（例）

オレフィンをマイクロからナノレベルでアロイ化、分散制御するこ
とで、最適な気泡構造を形成することに成功。

高性能反射フィルム

東レ現行品

増
分
輝
度

基準ｼｰﾄ
対比

開発品

400

300

100

200

（cd/m2）
現行品

開発品

0

ナノアロイＰＥＴ
＋

特殊オレフィン

2μm 2μm

世界最高レベルの輝度を実現

有機ＥＬ関連材料

トップシェアの絶縁層材料と発光材料、平坦化材料で
総合的な展開を推進

平坦化膜

絶縁層

発光層(RGB)

正孔輸送層

電子輸送層

東レが高シェア

東レ品採用拡大

高効率、超寿命

低駆動電圧実現

機器（例）
液晶カラーフィルター用Ｇ５サイズ以上のスリットコータでの実績
は業界ナンバーワン

2008秋の納入を目指して、G10コータの設計に着手

インクジェット法カラーフィルター塗布装置の開発
2006年インクジェット塗布試験開始（7.5Ｇ）
2008年度にパイロット設備設置
2009年度に生産機の受注を目指す

インクジェット材料の開発（ＢＭ、ＲＧＢインク）

インクジェット法カラーフィルター塗布装置の開発
2006年インクジェット塗布試験開始（7.5Ｇ）
2008年度にパイロット設備設置
2009年度に生産機の受注を目指す

インクジェット材料の開発（ＢＭ、ＲＧＢインク）

電子部品・半導体・回路材料（例）
・半導体用ポリイミドコーティング材料の拡販

最先端ポジ型の拡販

30 25 1520ピッチ(μm)

寸法許容幅 (%) ±0.04 ±0.02 ±0.01

・最先端の微細加工技術（“ＦＯＲＣＥ”）を開発。ＬＣＤ駆動ＩＣ
実装材料でのリーディングポジションを維持

TCP技術

従来ＣＯＦ技術

新開発技術

40 東レ
対応製品

TAB用
接着テープ

東レﾌｨﾙﾑ加工
“メタロイヤル”

東レｾﾐｱﾃﾞｨﾃｨﾌﾞ
ＦＯＲＣＥ

対応可能領域

改良ＣＯＦ技術
（新規ｴｯﾁﾝｸﾞ技術）

新規エッチング技術

東レポジ型シェア
０７年３７％→１０年５２％
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Automotive CenterAutomotive Center

自動車・航空機／炭素繊維複合材料

22
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ＣＦＲＰ適用部位と軽量化効果

プラットフォーム（－５０ｋｇ）

プロペラシャフト（－５ｋｇ）

約２００ｋｇの軽量効果

（）内数値はスチール品との比較、リアスポイラーのみＡＢＳ樹脂との比較

CFRP(炭素繊維強化樹脂)化で
約50％の軽量化効果が期待

フード（－１２ｋｇ）

プラットフォーム（－１５０ｋｇ）

ルーフ（－１０ｋｇ）

インパクトビーム（－３ｋｇ）

トランクリッド（－５ｋｇ）

リアスポイラー（－４ｋｇ）

ディフューザー（－１０ｋｇ）

プロペラシャフト（－５ｋｇ）

ﾊﾟﾜｰ

ﾓｼﾞｭｰﾙ

ﾊﾟﾜｰ

ﾓｼﾞｭｰﾙ

モ－タ－モ－タ－

２次電池２次電池ガソリン

タンク

ガソリン

タンク

エンジンエンジン

ハイブリッド車

ﾊﾟﾜｰ

ﾓｼﾞｭｰﾙ

モ－タ－

２次電池水素

タンク

燃料

電池

燃料電池車

ﾊﾟﾜｰ

ﾓｼﾞｭｰﾙ

ﾊﾟﾜｰ

ﾓｼﾞｭｰﾙ

モ－タ－モ－タ－

２次電池２次電池水素

タンク

水素

タンク

燃料

電池

燃料

電池

燃料電池車

次世代自動車への展開

高度道路交通ｼｽﾃﾑ

ＩＴＳ対応
ディスプレイ、有機ＥＬ、
半導体材料、樹脂、フィルム

パワーモジュール
樹脂、フィルム技術

PCUｹｰｽ ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

水素タンク
樹脂、炭素繊維複合材料技術

水素タンク

燃料電池
樹脂、カーボン電極、界面接合技術

燃料電池 MEA

絶
縁
紙

巻
線

電
磁
鋼
板

ﾓｰﾀｰ結束糸

モーター
樹脂、フィルム、繊維技術

ﾓｰﾀｰ絶縁体

2次電池

2次電池
樹脂、フィルム、接合技術

※ＭＥＡ：膜・電極接合体

※PCU：Power Cell Unit

ＳＢＵ体制（自動車材料戦略推進室設立）で、①炭素繊維複合材料、エンプラの機能拡大
による使用部位の拡張、②ハイブリッドカー、カーエレクトロニクス市場の拡大に対応した
製品開発、を推進。オートモーティブセンター設置により、開発促進。

ＳＢＵ体制（自動車材料戦略推進室設立）で、①炭素繊維複合材料、エンプラの機能拡大
による使用部位の拡張、②ハイブリッドカー、カーエレクトロニクス市場の拡大に対応した
製品開発、を推進。オートモーティブセンター設置により、開発促進。

自動車・航空機①（自動車）
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繊維

炭素繊維複合材料

リアスポイラー

プロペラシャフト
プラスチック

東レグループ素材別売上高
（一部の関連会社の売上高を含む）

（07年3月期）
1,240億円（前年度比+21%）

東レグループ素材別売上高
（一部の関連会社の売上高を含む）

（07年3月期）
1,240億円（前年度比+21%）

その他

電子材料等

エアバッグ シートベルト カーシート

エンジンフード

インテーク
マニホールド

シリンダ
ヘッドカバー

ハイブリッドカー
向けコンデン
サー用フィルム

自動車の軽量化・安全性・カーエレクトロニクス化に対応する、東レグループの自動車関
連事業は、日系自動車メーカーを中心に順調に売上を拡大している。

自動車の軽量化・安全性・カーエレクトロニクス化に対応する、東レグループの自動車関
連事業は、日系自動車メーカーを中心に順調に売上を拡大している。

自動車分野のグループ売上高を2015年度に3,500億円に拡大する計画。自動車分野のグループ売上高を2015年度に3,500億円に拡大する計画。

自動車・航空機②（自動車）
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航
空
機
用
特
殊
Ｃ
Ｆ
需
要
予
測
（単
位
：
千
ト
ン
）

２００８２００7就航年

約３０ トン

(推定)

約２３ トン

(推定)

１機あたり

CF使用量

Ｂ７８７Ａ３８０機 種

A380
コンポジット化比率 ２０％
１機あたりＣＦ量：約２３トン

ＣＦＲＰ適用部位

コンポジット化比率

４千トン

Ａ３５０ＸＷＢ

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
化
比
率

B777
１機あたり７トン

コンポジット化比率 ５０％
１機あたりＣＦ量：約３０トン

１万１千トン

B787 10機／月前提

炭素繊維ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ

炭素繊維織物

一次構造材

二次構造材

B 787

2008

炭素繊維ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ

炭素繊維織物

（予定）

炭素繊維

炭素繊維ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ

(ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｶﾞｰ経由)

炭素繊維ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ東レ供給製品

A350XWBA380

一次構造材

二次構造材

2007 20131995就航年

一次構造材

二次構造材

一次構造材

二次構造材
構造材種

B 777機 種

Ｂ７８７の本格生産開始により、航空機用途の需要拡大が本格化。Ｂ７８７の本格生産開始により、航空機用途の需要拡大が本格化。

自動車・航空機③ （航空機）
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名古屋事業場に自動車・航空機材料開発センター（Ａ＆Ａセンター）を設立。自動車向け技
術開発拠点「オートモーティブセンター（ＡＭＣ）」と、コンポジット技術開発拠点を新設し、既
存の樹脂応用開発センターとともに、自動車・航空機用先端材料の総合開発拠点として強
化・拡充する。

名古屋事業場に自動車・航空機材料開発センター（Ａ＆Ａセンター）を設立。自動車向け技
術開発拠点「オートモーティブセンター（ＡＭＣ）」と、コンポジット技術開発拠点を新設し、既
存の樹脂応用開発センターとともに、自動車・航空機用先端材料の総合開発拠点として強
化・拡充する。

自動車向け技術開発拠点
「オートモーティブセンター（ＡＭＣ）」新設
２００８年６月開所予定

コンポジット技術開発拠点新設

樹脂応用開発センター（既存）

名古屋事業場を
自動車・航空機向け
先端材料開発の
拠点として
強化・拡充

自動車・航空機向け
の樹脂・コンポジット・
高機能ケミカル製品
の各生産体制を順次
構築

自動車・航空機向け事業の売上高：
２００６年度実績：１，４６０億円 → ２０１５年度：５，０００億円に拡大する計画

オートモーティブセンター完成予想図

自動車・航空機材料開発センター（Ａ＆Ａセンター）

自動車・航空機④
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東邦テナックス
グループ

19%

三菱レイヨン
グループ

16%

Hexcel
6%

ラージ　トゥ
17% 東レグループ

34%

Cytec
3%

台湾プラスチック
6%

Zoltek ,  Fortafil
Aldira,  SGL

炭素繊維

クロス ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ

成形品

3.炭素繊維ビジネスの垂直展開 4.航空機用途における強固なポジション

東レｸﾞﾙｰﾌﾟ

拠点 SOFICAR 東レ TCA CFA 

所在地 フランス 
(ｱﾋﾞﾄﾞｽ) 愛媛、滋賀 アメリカ 

(ﾜｼﾝﾄﾝ州) 
アメリカ 
(ｱﾗﾊﾞﾏ州) 

生産品 
炭素繊維 
ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ 

 

ﾌﾟﾘｶｰｻ･炭素繊維 
ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ 

ﾌﾟﾘﾌﾟﾚｸﾞ 
ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ 

ﾌﾟﾘｶｰｻ 
炭素繊維 

 

（2006年時点）

SOFICAR
東レ

TCA

CFA

東レグループは、質・量共に世界Ｎｏ．１の炭素繊維複合材料メーカー東レグループは、質・量共に世界Ｎｏ．１の炭素繊維複合材料メーカー

2.グローバルな生産体制1..世界トップシェア

プリカーサ（アクリル白糸）

＜当社推定＞

計 35,000トン（2007年）

・売上高の約４０％が航空機用途

・２５年に及ぶ航空機向けプリプレグの
生産実績

・Ｂ７８７の一次構造材のソールサプラ
イヤーとして認定される。

炭素繊維複合材料①
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一般産業用途
（４７％ ３２１億円）

海底油田部材

パソコン筐体 風車

大型建築物

ＣＮＧタンク

船舶

・軽い･･･比重は鉄の１／４

・錆びない

・強い･･･比強度は鉄の１０倍

炭素繊維複合材料の特長

航空宇宙用途（３２％ ２２２億円）
＊炭素繊維使用の民間航空機

ボーイング787エアバスA380ボーイング777

スポーツ用途（２１％ １４３億円）

ゴルフシャフト

テニスラケット

釣り竿

ホッケースティック

自転車

・その他
Ｘ線透過性、耐薬品性、

耐熱性、耐低温性、etc
繊維状である（加工性）

東レグループ用途別
売上高比率
（0７年3月期）

東レグループ用途別
売上高比率
（0７年3月期）

航空宇宙、スポーツ、一般産業の各用途で東レはトップメーカーであるが、東レ“トレカ”は、
特に 航空機用途のウエイトが高く、この用途を中心に急伸長しつつある。

航空宇宙、スポーツ、一般産業の各用途で東レはトップメーカーであるが、東レ“トレカ”は、
特に 航空機用途のウエイトが高く、この用途を中心に急伸長しつつある。

比
強
度
（
1
0
6
c
m
）

比弾性率（108cm）

高強度
炭素繊維

アラミド

チタン合金
アルミ合金
スチール

高弾性率
炭素繊維

ガラス

自動車部材

炭素繊維複合材料②
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22,000 23,600
28,000

35,000

53,000
46,400

39,700

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

(トン)

産業

航空宇宙

スポーツ

航空機需要の更なる拡大に加え、原油価格高騰による石油代替エネルギー関連用途（ＣＮＧタンク、
風車など）、自動車用途での需要増、自転車用途の急拡大等により、２０１０年迄の炭素繊維市場の
年成長率は約１８％に達する見通し。この需要拡大に対応し、積極的な設備投資を継続する。

航空機需要の更なる拡大に加え、原油価格高騰による石油代替エネルギー関連用途（ＣＮＧタンク、
風車など）、自動車用途での需要増、自転車用途の急拡大等により、２０１０年迄の炭素繊維市場の
年成長率は約１８％に達する見通し。この需要拡大に対応し、積極的な設備投資を継続する。

用途別需要推移

当社生産能力推移

（年末、公称能力ベース）

0

10,000

20,000

30,000

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

(トン)

構想
CFA
SOFiCAR
愛媛

スポーツ
7%

航空宇宙
24%

産業
19%

市場全体
18%

成長率
(’05～’10年 平均)

炭素繊維複合材料③
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COONa

O
H
H

OH
OH

CH3 CH3

COONa

O
H
H

OH
OH

CH3 CH3

ライフサイエンス

30
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ライフサイエンス①

フエロン ﾄﾞﾙﾅｰ(BPS)

ﾄﾚﾐｷｼﾝン ｲﾉｳｴﾊﾞﾙｰﾝ
ｶﾃｰﾃﾙ

ﾄﾚｽﾙﾎﾝ

高感度DNAﾁｯﾌﾟ（感度従来品の１００倍）

医療材医療材

医薬医薬

バイオツールバイオツール

ﾄﾚﾗｲﾄ
（06年4月～）

ｹｱﾛｰﾄﾞLA
（07年12月～）

医薬品・医療材・バイオツール事業を展開。①開発中新薬の確実な上市と更なる新薬パイプラ
インの拡充、②高付加価値医療材料の開発・上市、③バイオ・ナノテクノロジーの融合による、
革新的バイオツールの創出、等により事業拡大を進める。

医薬品・医療材・バイオツール事業を展開。①開発中新薬の確実な上市と更なる新薬パイプラ
インの拡充、②高付加価値医療材料の開発・上市、③バイオ・ナノテクノロジーの融合による、
革新的バイオツールの創出、等により事業拡大を進める。

Ｃ型代償性
肝硬変
効能追加
（07年12月～）

◆創薬研究開発型

・分野を特化した大型新薬の創出

・現行製品：フエロン、ドルナーの育薬

◆体外循環中心

・開発中次期人工腎臓の上市

・現製品ライン周辺の集中開発

◆バイオ・ナノ融合⇒革新的バイオツールの創出

・検査診断事業への拡大

アライアンスによるビジネスモデル構築

・コンンテンツ獲得（有力医療機関との連携）

酵母用：酵母用全遺伝子搭載チップ
（06年6月～）

ヒト用：メタボリックシンドローム
関連遺伝子搭載チップ（06年12月～）
他
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国
内
市
場
規
模

400

600

（億円）

ヒト検査・診断用途
産業用途
研究用途

ヒト検査・診断用途
産業用途
研究用途

200

0
（年）2005      2010 2015

東レ期待売上高
国内（１００億円）

海外（３００億円）

※国内市場は３００億円と推測
（海外市場は３０００億円規模と推測）

※

・特長ある東レ技術プラットフォームを構築
・テーラーメード医療のトレンドに沿った製品群開発（様々なコンテンツ搭載）

・特長ある東レ技術プラットフォームを構築
・テーラーメード医療のトレンドに沿った製品群開発（様々なコンテンツ搭載）

2015年売上高
400億円を目指す

ライフサイエンス②（バイオツール）

東レ要素技術東レ要素技術 革新バイオツール革新バイオツール アカデミア連携アカデミア連携

＜ポリマー＞
生体適合性
材料設計
先端材料

＜ポリマー＞
生体適合性
材料設計
先端材料

＜バイオ＞
リガンド設計
タンパク工学
細胞・動物評価

＜バイオ＞
リガンド設計
タンパク工学
細胞・動物評価

＜ナノ＞

自己組織化制御
微細加工技術

＜ナノ＞

自己組織化制御
微細加工技術

＜医薬＞

動態・安全性・
薬効評価技術
品質設計

＜医薬＞
動態・安全性・
薬効評価技術
品質設計

高感度ＤＮＡチップ
“3D-Gene”

ラボオンチップ

血液前処理デバイス

疾患関連遺伝子、
タンパク質情報
京都大・ HS 財団など

研究用途

・自社販売
・受託解析
・販社との連携：ＤＮＡチップ研究所

検査・診断薬用途

・診断薬メーカーとの連携
・臨床検査機関との連携
・検査・診断薬販売

ビジネス連携ビジネス連携

ＪＭＡＣ（バイオチップコンソーシアム）
会長（東芝）、副会長（東レ）
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環境・水・エネルギー

33
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重合

3GT3GT
1,3-propanediol

(+TPA)

PLAPLA乳酸

重合

植物油植物由来
原料

軟質耐熱
フィルム

軟質耐熱
フィルム

水、二酸化炭素
光合成

バイオテクノロジー

ポリ乳酸樹脂製品例

東レの
事業領域

環境・リサイクルへの取り組みを強化するとともに、ポリ乳酸（PLA）などの非石油系原料を
使用した繊維、樹脂、フィルムの用途開拓を推進。

環境・リサイクルへの取り組みを強化するとともに、ポリ乳酸（PLA）などの非石油系原料を
使用した繊維、樹脂、フィルムの用途開拓を推進。

環境・水・エネルギー①

非石油系原料由来製品
生分解
リサイクル

非石油系原料由来製品 リサイクル製品

水処理 逆浸透（ＲＯ）膜を中心とした膜事業の拡大逆浸透（ＲＯ）膜を中心とした膜事業の拡大

エネルギー他

電解質膜
水素 酸素

セパレータセパレータ

電極用
Ｃ／Ｃペーパー
（炭素繊維利用）

高分子
電解質膜
(開発中)

電極

燃料電池用
部材

太陽電池用
フィルム

分野 主な製品

•ナイロン６繊維の
マテリアルリサイクル

•ナイロン６、ＰＥＴの
ケミカルリサイクル

•フィルム屑の再利用
等

高機能分離膜
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東レの膜製品

下廃水設備がない世界人口の地域別割合

80%

13%

5% 2%

アジア3)

アフリカ

中南米

欧州

世界人口約６５億人の内、

１）飲料水：生活用水を含む、２）衛生設備：下廃水・屎尿処理、３）アジア：中東を含む

飲料水が得られない世界人口の地域別割合

63%

28%

7% 2%

アジア3)

アフリカ

中南米

欧州

・今後、飲料水および衛生設備の膨大な市場が発生する

・アジアで、飲料水に６．９億人、衛生設備に１９．２億人が困っている

・今後、飲料水および衛生設備の膨大な市場が発生する

・アジアで、飲料水に６．９億人、衛生設備に１９．２億人が困っている

①飲料水１）が得られない１１億人の

地域別割合

②衛生設備２）がない２４億人の

地域別割合

水環境問題の現状と水環境産業の使命

1800年

人口の急速な増加により自然の浄化作用だけでは、水量と水質の確保が困難

高精度の水質制御と高速処理が可能な膜処理技術は、２１世紀の必須技術高精度の水質制御と高速処理が可能な膜処理技術は、２１世紀の必須技術

【東レ推定】

世界の人口

2000年1900年1700年

（億人）

100

80

60

40

20
自然の浄化作用

⑤ 膜処理

④ 蒸発法

2100年

① 緩速ろ過法

③ 急速ろ過法

② 微生物処理

産
業
革
命

人口の増加と水処理技術の進化

飲料水製造

下廃水処理

ＲＯ膜
前処理

工業用水
製造

濁質

バクテリア

ウィルス

ＵＦ膜・ＭＦ膜

家庭用水
浄化

下廃水
処理・
再利用

海水・かん水
淡水化

下廃水
再利用

超純水製造

用途

ごみ、錆び

残留塩素

鉛

濁質

バクテリア

イオン

溶解性
有機物

除去
対象

製品
外観

ＭＦ膜 ＭＢＲ用
浸漬膜

ＲＯ膜・ＮＦ膜膜の
種類

環境・水・エネルギー②（水処理事業）

深刻化する水問題に対応し、全ての種類の高機能分離膜をラインアップ。深刻化する水問題に対応し、全ての種類の高機能分離膜をラインアップ。
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高性能膜（高ホウ素除去、低ファウリング）を武器に海水淡水化用途、下廃水再利用用途で逆浸透膜
（ＲＯ膜）を展開し、大型プラントからの受注に成功

高性能膜（高ホウ素除去、低ファウリング）を武器に海水淡水化用途、下廃水再利用用途で逆浸透膜
（ＲＯ膜）を展開し、大型プラントからの受注に成功

環境・水・エネルギー③（水処理）

当社がＲＯ膜を受注した主な水処理プラント

稼動年
(*1) 国名 設置場所

造水量

 （m3/日）(*2)
原水別用途

（2009） サウジアラビア シュアイバ 150,000 海水淡水化
（2008） アルジェリア ハンマ 200,000 海水淡水化
（2008） オーストラリア ラゲージポイント 66,000 下水再利用

2007 マルタ マルタ 53,500 海水淡水化

2007 イスラエル パルマシム 92,250 海水淡水化

2006 米国 コリア郡（フロリダ） 45,000 かん水淡水化
2006 中国 玉環 34,600 海水淡水化

2006 中国 天津 30,000 下水再利用

2005 クウェート スレビヤ 320,000 下水再利用
2005 シンガポール チュアス 136,000 海水淡水化
2005 中国 東莞 25,000 かん水淡水化
2004 シンガポール セレター 24,000 下水再利用

2002 トリニダード・トバゴ ポイント・リサ 136,000 海水淡水化
2002 スペイン アリカンテ 65,000 海水淡水化

2001 イラン ファジール 100,000 かん水淡水化
2001 韓国 大山 80,000 かん水淡水化
2001 スペイン マヨルカ 69,300 海水淡水化

2001 韓国 水原 60,000 かん水淡水化
2001 韓国 瑞山/三星綜合科学 25,000 かん水淡水化

2000 サウジアラビア アル・ジュベール 90,909 海水淡水化

1997 韓国 大山/現代石化 84,000 かん水淡水化
1997 日本 沖縄 40,000 海水淡水化

1997 スペイン アデヘ・アロナ 22,000 海水淡水化

1994 スペイン マスパロマス 22,000 海水淡水化

1989 サウジアラビア アル・ラス 36,000 かん水淡水化
1989 サウジアラビア アル・ブカリヤ 36,000 かん水淡水化
（＊１）プラント稼働開始年。なおカッコ( )内は建設中。
（＊２）造水量はプラント全体の造水能力

ＴＭＥｕ：地域のマーケティング・販売
欧州・中東・アフリカ

ＴＣＨ：中国地域のマーケ
ティング・販売

ＴＦＲＣ：研究開発

生産拠点

販売拠点

代理店

東レ水処理事業グローバル展開

ＴＭUS：ＲＯ膜エレメントの製造
水処理膜のマーケティング・販売
（米州）

東レ：
ＲＯ膜及びＲＯ膜エレメントの製造
水処理膜のマーケティング・販売
研究開発

研究拠点

・水処理膜用逆浸透膜及びエレメントの生産能力を愛媛・米国で従来の
１．８倍に増強（米国４月稼働、愛媛１１月稼働予定）
・東レは、カリブ、地中海、中東、東アジアと各主要市場で10万m3/日以
上の巨大海水淡水化プラント案件を受注した唯一のＲＯ膜メーカー
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東レグループの研究開発

R&DR&D
研究開発研究開発
東レグループは科学技術に立脚した基礎素材メーカーとして、

独創性の高い先端材料・先端技術の研究開発に

取り組んでいます。

37
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一般テーマ一般テーマ

重要テーマ重要テーマ

APEX 40APEXAPEX 4040

最重点４０テーマ最重点４０テーマにに
経営資源を傾斜配分経営資源を傾斜配分

東レのコアテクノロジー東レのコアテクノロジー

独創的研究テーマ独創的研究テーマ

Innovation 
by 
Chemistry

Innovation Innovation 
by by 
ChemistryChemistry

重点要素技術重点要素技術

ナノマテリアルナノマテリアル

バイオバイオ

ナノプロセスナノプロセス

新素材新素材

重点４領域重点４領域

情報・通信・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ情報・通信・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

自動車・航空機自動車・航空機

ライフサイエンスライフサイエンス

環境・水・エネルギー環境・水・エネルギー

★重点４領域に９０％以上の研究戦力を投入（２００７年度）

東レの研究開発
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１．革新技術を生み出す土壌・歴史：基礎研究の重視

２．多くの分野の専門家集団

３．分断されていない研究開発組織

４．産官学連携研究をリード：約１５０件

５．高い分析・解析力：東レリサーチセンター

強み強み

技術融合

有機合成化学

高分子化学

膜利用ﾊﾞｲｵﾘｱｸﾀｰ

炭素繊維・複合材料

次世代ディスプレイ材料革新重合プロセス

など

コア技術

固有技術 事業ネットワーク

バイオテクノロジー

ナノテクノロジー

ナノアロイ

関連会社

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

環
境
・水
・エ
ネ
ル
ギ
ー

繊維研

地球環境研

フィルム研

化成品研

複合材料研

電子情報材料研

医薬研

先端研

機能材料研

･
･
･

高純度ＣＮＴ高純度ＣＮＴ

情
報
・通
信
・エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

自
動
車
・航
空
機

樹脂・ケミカル樹脂・ケミカル

炭素繊維複合材料

水処理・環境

電子情報材料

繊維

フィルム

医薬・医療

東レグループの研究開発の強み
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革新と創造の経営による新たな飛躍への挑戦

革新と創造

競争と連携
社会との対話と協同

先端材料で世界のトップ企業を目指す

企業理念：「わたしたちは新しい価値の創造を通じて社会に貢献します」

事業構造のInnovation
技術のInnovation

競争力のInnovation
意識のInnovation ＣＳＲのInnovation

（企業の社会的責任）

重点４領域での先端材料の拡大

革新と創造の経営

新たな飛躍への挑戦
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参考情報参考情報
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億円

連結子会社

東レ

設備投資額・減価償却費・研究開発費見通し

06/3月期 07/3月期 08/3月期

設備投資額 減価償却費

見通し

326 338
370

71
84
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10.0%
連結子会社

東レ

売上高研究開発費比率

研究開発費

見通し
＊売上高研究開発費比率は下記商事子会
社を除くベース

＜国内＞東ﾚｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ（株）,蝶理（株）,
一村産業（株）,丸佐（株）,東ﾚｱｲﾘｰﾌﾞ（株）等
＜海外＞TOMAC(ｱﾒﾘｶ),TEL(UK),TCH・
THK(中国) 等

1,029 629
397

1,500
880

06/3月期 07/3月期 08/3月期

見通し

470

06/3月期 07/3月期 08/3月期

1,204
708 423
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連結子会社

東レ

460

370

＜ご参考＞
08/3月期
見通し
（旧制度）
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ＳＲＩ（社会的責任投資）インデックスへの採用

環境をはじめとしたＣＳＲ（企業の社会的責任） に積極的な企業を選び、投資を行うＳＲＩの
代表的なインデックスに東レは採用され、各種ＳＲＩファンドにも組み入れられています。

環境をはじめとしたＣＳＲ（企業の社会的責任） に積極的な企業を選び、投資を行うＳＲＩの
代表的なインデックスに東レは採用され、各種ＳＲＩファンドにも組み入れられています。

DJSI World : 世界の企業2,500社を対象
に、「経済」「環境」「社会」の３つの側面
から企業を評価し、業種毎に上位10％の
企業を採用する。2007年は、世界318社
が採用され、東レが区分されている化学
業種では日本から東レが唯一採用。

KLD Global Climate 100SM Index：地球
温暖化を防止し、気候変動を解決する長
期的ソリューションを有する世界企業
１００社から構成されるグローバル株式
インデックス

モーニング社会的責任投資株価指数：
モーニングスター株式会社が国内上場
企業の中から社会性に優れた企業と評
価する１５０社を選定し、その株価を指
数化した国内初の社会的責任投資株価
指数

ＳＲＩファンドへの東レ
株式の採用状況

（順不同）

朝日ライフＳＲＩ社会貢献ファンド あすのはね 朝日ライフアセットマネジメント（株）
ＡＩＧ/りそな　ジャパンＣＳＲファンド 誠実の杜 ＡＩＧ投信投資顧問（株）
ＡＩＧ-SAIKYO　日本株式ＣＳＲファンド すいれん ＡＩＧ投信投資顧問（株）
ＡＩＧ-ひろぎん　日本株式ＣＳＲファンド クラスＧ ＡＩＧ投信投資顧問（株）
しんきん　ＳＲＩファンド しんきんアセットマネジメント投信（株）

フコクＳＲＩ（社会的責任）ファンド しんきんアセットマネジメント投信（株）
地球力 新光投信（株）

ＳＴＡＭ　ＳＲＩ・ジャパン・オープン（ＳＭＡ専用） 住信アセットマネジメント（株）
住信　SRI・ジャパン・オープン グッドカンパニー 住信アセットマネジメント（株）
住信　日本株式ＳＲＩファンド 住信アセットマネジメント（株）
すみしん　ＤＣグッドカンパニー 住信アセットマネジメント（株）
ダイワ・エコ・ファンド 大和証券投資信託委託（株）
ダイワＳＲＩファンド 大和証券投資信託委託（株）
日興エコファンド 日興アセットマネジメント（株）
年金積立エコファンド ＤＣエコファンド 日興アセットマネジメント（株）
日本ＳＲＩオープン 絆 日本投信委託（株）

モーニングスターＳＲＩインデックスオープン つながり 野村アセットマネジメント（株）
エコ・バランス 海と空 三井住友アセットマネジメント（株）
エコ・パートナーズ みどりの翼 三菱UFJ投信（株）
三菱UFJSRIファンド ファミリー・フレンドリー 三菱UFJ投信（株）

ファンド名 運用会社愛称

注：本リストは２００７年３月３１日時点
で、それ以前の１年間に各社が発
行した最新の運用目論見書・運用
報告書について当社が調査したも
のであり、それぞれのファンドにお
いて、その後も継続して当社株式
が採用されていることを保証する
ものではありません。
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２００７年のトピックス

無色透明アラミドフィルムの開発５月

汚染物質分解微生物検出用超高感度ＤＮＡチップを開発５月

水処理用逆浸透（ＲＯ）膜およびエレメントの生産能力増強６月

次世代半導体保護膜向け低温硬化型感光性ポリイミドを開発２月

温室効果ガスの削減取り組みを加速 国内２工場で燃料転換 ＣＯ２排出量を年間１０万トン削減２月

炭素繊維 日米仏３拠点で４，０００トン増設 国内では石川県にプリプレグ生産の新拠点２月

ユニクロ社・東レ パートナーシップ提携後初の共同開発商品が誕生４月

植物繊維強化ポリ乳酸（ＰＬＡ）プラスチックを開発５月

世界初、衝撃吸収プラスチックを開発１月

ＰＤＰ国内第５工場を兵庫県尼崎市に建設‘０７年１月

東レの逆浸透膜、地中海沿岸の海水淡水化プラントで相次いで受注１月

トピックス発表時期
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欧州で高機能ハイバリアフィルムを事業化－フランスに新会社設立‘０８年２月

「肺動脈性肺高血圧症」治療薬“ケアロード®ＬＡ錠 60μg”新発売１２月

サウジアラビアの大型海水淡水化プラント向け逆浸透膜を受注１２月

液晶ディスプレイ用高性能反射フィルムの開発－ナノテクを駆使して、世界最高の反射性能を実現１２月

オーストラリアの大型下廃水リサイクルプラント向け逆浸透膜を受注１２月

「肺動脈性肺高血圧症」治療薬“ケアロード®ＬＡ錠 60μg”の承認取得１０月

感光性ポリイミドコーティング剤“フォトニース”ポジ型タイプの生産設備増強８月

汚れに強いＰＶＤＦ製新規中空糸ＵＦ（限外ろ過）膜モジュールを開発‘０７年７月

Ｃ型肝炎ウイルス（ＨＣＶ）のワクチン開発に成果８月

Dow Jones Sustainability Index World に採用９月

名古屋に「オートモーティブセンター」を設置１０月

ユニクロ・東レ戦略提携商品第二弾 更に進化したヒートテックシリーズ発売１０月

ＰＡＮ系炭素繊維“トレカ”の生産体制増強－愛媛で特殊細物炭素繊維を増産２月

トピックス発表時期

２００７年～２００８年のトピックス
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ＩＲに関するお問い合わせ

東レ株式会社 ＩＲ室
電話：０３－３２４５－５１１３ ＦＡＸ：０３－３２４５－５４５９

ホームページ『お問い合わせ』からもお問い合わせいただけます。
http://www.toray.co.jp/ir/contact/index.html

東レグループに関する情報について

東レグループに関する、プレスリリース、製品・サービス、研究・技術開
発、ＣＳＲ、株主・投資家情報、会社情報等については、東レグループ
のホームページをご覧ください。

株主・投資家情報のコーナーでは、「個人投資家の皆様へ」というコー
ナーも設けており、東レグループの経営戦略、事業内容等について、よ
り分かりやすくご説明しています。

東レグループホームページＵＲＬ

http://www.toray.co.jp
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・本資料は、東レグループの事業内容等に関する情
報の提供を目的とするものであり、当社株式への
投資を勧誘するものではありません。

・本資料に記載した業績予想、見通し及び事業計画
等は、資料作成時点において入手可能な情報に基
づく東レグループによる仮定及び判断に基づくも
のであり、その正確性および完全性を保証し、ま
た約束するものではありません。

・業績予想、見通し及び事業計画等は、今後予告な
く変更されることがあります。


